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論文内容要旨
緒 口
 所謂眼をもつ動物では,光を吸収するvis旦al.pig皿entが視細胞内に存在することが知ら
 れ,しかも単に散在しているのではなく,特異た高度に分化を遂げた細胞の構造物に局在している
 ことが知られている。光覚器の微細構造についてはArey・KOlmer・POlyak,Wal18,De七一
 wiler等が優れた業績を残しているが・近年電子顕微鏡により,更にその構造の詳細が明らかに
 され,化学的な,或は生理学的な検索の進歩と相まって光覚の機構が明らかにされよろとしている。
 しかし,種々の動物の光覚器の微細構造が明らかにされてくると共に,その機構の多様性が覗われ,
 動物の種類によるその構造の特異性を比較解音r障的見地から詳細に検討する必要に迫られている。
 ナメクヂウオの光覚器とされているものにはHesseの言うBecheraugen,JOsePhの
 Dorεalzellen,更にvordereP⊥gmeエ窪七fleokがあるが,古くから1知られている
 BeGheraugenを!主目的とした。
方
法
 BlanGhiQ碗O臓belcherエを1%OsO4固定液(G徽lfield)中で1朋の厚さ
 で横断,DOGで1～2時間固定,アルコールで脱水,prOpyleneOxideを経てEpOn
 (Luft)に包埋,POr七〇r-Blu皿miorotO皿eで薄切,Re"Olds法で染め,日立HS6
 型電子顕微鏡で鏡検,筒切片作製時,山元法で脊髄内の光覚器の所在,その位置的関係を確かめた。
 光顕標本をも参考にした。
結 果
 Hesεeは古くから知られていた光覚雛と目される脊髄内の色素斑をBeo≧eraugen(杯眼)
 と称し,これ斜不状の色素細胞とそれに被れた形の視細胞の2細胞からなることを初めて記載した。
 .杯眼は脊髄のほぼ全長にわたってみられるが,第5筋節の高さで初めて出現し,第4筋節で急増し
 中央部で減少する。体長約5肋πのもので約1500ケみられる。
 注目されるのは筋節との密接左関係が現われることで,筋節毎に二群を形成し,右側のものは左
 側に比し約1/2筋節長だけ全体として尾方にずれている。通常中心管に近く,その両側及び腹側
 に位置する。即ち脊髄の腹側に限局していることが注目される。・
 視細胞は径約8μ,核は卵円形で明るく.核小体が明瞭に認められろ。最も大きな特徴は,その
 細胞表面lqd!色素細胞に面する部分{(のみ多数のmiorovilliがほぼ垂直に密生し,Hess孚の
 3垣ftcheロ畠ar.lmに相当する。長さ約400～7日Omμ,横断像は輪状で径約60～100皿μ
 所謂蜂巣構造をしている。この視細胞の開面,基底部の細泡表町、ま平滑である。こψ)瞬orOV工].li
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 の内側には一見滑面小胞体を思わせる管状の膜構造がみられるが,細胞表面にほぼ垂直に並び7.
 皿icrOvilliのある部分にのみ限局して存在する点が注目される。更にその内方には多数の
 糸粒体の集積する屠がみられる。GOlgicOmplexはよく発達し,それに囲まれて周期の明
 瞭な構造物が,.S七if七〇hensau皿の中央部(細胞の最もapiGa.1の部分)に向っている。細
 胞基底部及びそれに続く神経突起とされている部分には粗面小胞体,遊離のRNP顆粒,'少数の
 所謂densebOdieSが散在すろほか,多数のグリコーゲン顆粒で充されている。債1細胞質内
 には鍍銀でHeurOfibril工en'は認められていなレ、が,neurOfilaluen七を思わせる
 構造物がみられる。色素細胞.は全体として杯形,細胞質内には多数の色素顆粒があり,それらの
 閥に明るい細胞質があり,凸側には糸粒体その他のOrg'anellaが偏在している。色素縄と
 視細胞間には僅かの細胞間隙があり㌻大部分視細胞のInicrOvilliで占められている。そ'の
 中央部には,この皿icrovi!liは欠如しているが,その内方の膜構造物はよく発達している。
 そこに視細胞のものとみられる鞭毛が認められる。脊髄の背側に杯眼の視細胞と極めてその微細
 構造の類似したDOrsaエzeエlenが認められるが,・色素細胞はそ∫れに附随してらたい。その他
 下垂体の原基とみられるinfUndibularOrganの高さで脊髄の背側,中心管に面して脊
 椎動物の視細包の外節に酷似する,鞭毛の分化したもめ'とみられる構造をもつ細胞がみられEge肥
 dy鵬in且e財ellenと言われるものに相当すると思われる。同様の構造物鉢Hy血re倉iUa
 のpinealOrganでも記載されている。.
 考察ならびに結語
 光覚に直接関係するvi3ualP⊥gmentの、局在が知られている視細胞の外節は脊椎動物に
 共通してみられる光覚器の基本的構造の一つであるが,無脊椎動物ではこれと同じものを認めろ
 ことはできない。古くからS七if七〇hensau皿eまたはrhabdOlnereと呼ばれているもの
 ヵlvisualpi呂・の局在iの疑はれている構造物で.,.共に同様の構造(血iuroviU↓)をしており
ヒ
 エビの複眼ΦrhabdO皿ereでは,これにvisualpi'g.の局在が明らかにされている。こ
 の構造物は多ぐの無脊椎動物で認められているが,形態学上,発生学的には脊椎動物の外節とは
 全く別のものである,,また脊椎動物では視細胞は網膜の最夕囎に位置し,いわば麟室に直接面し
 ていろ細胞であるが,その外節は鞭毛の高度に分化したものである。この事実は発生学的に容易
 に納得できるが,更に進んで脳室に面するEpendy皿zellenの形態学的に基本的と思わ灯る
 特徴(鞭毛や脳室に面していること等)が視細胞に温存されていると想像・される。このことは脊
 椎動物の視細胞の発会,分1ヒを考える上で一つの大きた差難を与えるものと思われる。またそれ
 とは別に,形態学的には全く別の構造物であるShf七chens汽'ume,rhabdo皿ereを有す
 る無脊椎動物の光覚器,その視細胞の由来をどこにたずねるべきたのか,光覚器の構造という一
 が
 面に限局して脊椎動物,無脊椎動物にわたる形態学上の多くの問題の底に横たわる流れに触
 れてみたいと思う.脊索動物門頭索綱に分類されるナメクヂウォは,例えばその排泄器に501e-
 1100y七e(fla皿ecell)を,視細胞にStiftchen3aumを有し,無脊椎動物に共通
 するが,一方背側に中枢神経管を有し脊椎動物に共通する形態学的特徴を有する。著者はナメク
 ヂウオび)光寛器の伽湘構造を明らか1てし・更に一ピ述の見地に堂って,そのヲ、1ξ本構造の.比較検討を
 試みた。
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 審査結果の要旨
ノノノノ
 者者は,原始的な光覚器として知られているナメクヂウオのBecheraugenの構造を,
 竜子顕微鏡的に詳細に検討した。更に一種の光受器と想定される"DOrsaユ2e■1en",
ノノケ
 EpendYmsinneszenen師こついて観察を加え,fll}造的にこれら細胞を明らかにした。
 以上の:毒造的脳1折が本篇の骨格をなしているか,しかし意図する主眼はむしろ,光受容器を足場
 にトヒ較形態学の場に超微睡造という要素をくり入れ検討しようとするところにある。
 得た結果は次のごとくである。
ノノノノ
 1・光学顕微鏡的に既知の,Beoheraugenにおける視細胞0)Suftchensaumは
 電子顕微鏡的にはll田胞質の小突的すア耕つちmicrovilliにほかならない。これらmicrOO-
 n!iは,視1、lu胞の色素lllii胞と対峙する細胞表面にのみ存在する。mlcrovilli内側の細
 胞質には,細管状の膜構造か細胞表面に対しほぼ垂直に配列し,そこに限局性に密集して存在す
 る'。さらにこσ)1漠ト1～旨制羊の内f11りには,1卿母、生に密1起したmitochOndriaが認められる。_
 万基底部の細胞質にはorganllaの存在がとぼしく,細胞質はもつばら微細粒子で占められ
 ている。とくに,ごの部におけるg坤cogen顆粒の豊富た存在は注意をひく。このほか視細胞
 には,よく発達したGolgicomplexがしぼしば核附近の細胞質に観察される。また,僅
 かではあるか,色素細胞に面する細胞表面に繊毛が存在することを示唆する所見があり,視細胞
 か上衣細胞に由来する一つ¢)裏付けを提供しているものと思われる。
 色素網駒の細胞質は日月るく表現され,水横陸細胞質の性状を示す。内部には電子密慶のきわめ
 て高い,多数の色素囎粒がみられる・orga旦ellaは,視細胞と対峙する反対1レ1!1の細胞質に偏
 在.している。
 2.Dorsalzellenは,超微構造のうえから,Beoheraugenの視細胞に酷似する。
 その也特徴を求めれば,細胞質において,電子密度砂異る種々の内容物を持つ不定0.)大きさの小
 胞か多数認められるごとである。乙の細胞には色素細胞が附随しない。
  
 5下垂体原基とされるエnfundibularorganの位置で脊髄背1貝Il部に,中心管に面
 して,5!野板形の膜構造か観察される。膜構造の状態謀,脊椎動物における親細胞外節のそれと強
 い∫百似性を示す。この膜構造を細胞表面に有する細胞は,いわゆるEpendymsinne8zellen
 に.相当するものと1考えられる。したがって,Ependyms類neszellgpは,この構造のも
 とて,光受容器につなかる細胞として考慮される。
 著者は以上ナメクヂウオにおける原始光受癬器とされる細胞σ.,超微llI}造を明確にした。そして,
 それらを青柏1,ならびに無脊椎動耳勿r⊂おける視器σ)懸造と対比し,比較形態学的に,・視覚・1幾構に
 伴う視細制帽告について考察を加えている。示唆するところ大である。
 したがって本論文は学位を授与すろに値するものと認める。
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